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1975年4月大分県中部地震について

まえがき

1975年4月21目未明九州中部でか放り強い地震を感じ

た.気象庁から震源地は大分県中部でマグニチュｰ

ドは6.4と発表された.この地震で大分県中部の玖珠

郡九重町大分郡湯布院町･庄内町狂どでかなりの被害

が出た.

筆者らはこの地震の数目後同地域におもむき短時

間ではあるカミ地震による地変の有無や被害と地質との

関係について調査を行なった.
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第1図

大分県中部地

震の各地の震

度(気象庁)

衣笠善博･曽屋龍典

九州中部でほこの地震の約3ヵ月前の1月22目から23

目にかけて最大マグニチュｰド6.1の地震が発生したこ

とやおりから川崎･横浜での｢直下型地震｣カミ注目を

あびていることから多方面からの調査カミ行なわれてお

りその結果か待たれるがとりあえず筆者らの得た知

見をのべる.狂お阿蘇北部の地震については六号

1頁～9頁に報告されているので参照していただきた

い.

地震のあらまし

気象庁発表の地震の発震時震源規模(いずれも暫

定値)および各地の震度は以下の通りである(第1図

参照).

発麗時:1975年5月21目午前2時30分

麗源地:大分県中部

東経131.4度

北緯33.2度深さ20km

地襲の規模(マグニチュｰド):6.4

各地の震度:w(中震)

I皿(弱震)

大分阿蘇山

延岡福岡目岡宇和島
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第2図大分県中部地震の余震状況(気象庁の資料1こよる)

上は大分地方気象台下は阿蘇火山側侯所の観測による左は2時間侮右は同別の余震回数

至2345H
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■(軽震)飯塚松山雲仙岳

I(微震)熊本宮崎都城下関山口

岡山

気象庁発表による各地の震度は以上であるが震源地

に近い庄内町や湯布院町での被害の状況からはこれ

らの地域での震度はy(強震)あるいはそれ以上であ

ったと想定される.

余慶:第2図に大分地方気象台と阿蘇山側侯所で観測した余

震の回数を示す.余震の減衰の様子は1月の阿蘇北1

部の地震に比べて速い減衰をしている.

九州電力大岳地熱発電所の周辺に設けられた地震観

測点の記録を観察された京都大学阿蘇山火山観測所

久保寺章教授によると余震の減衰は順調であるが

長者原観測点(大岳の東4km)で観測された余震の

P-Stimeは1.3秒から2秒前後のもの添多くなかに

は1秒以内の地震もいくつか見られるとの事である.
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第3図大分県中部の地震の初動分布(気象庁)

発襲機構:第3図にP波初動分布を示す.発震機構は4象

限型でタイプとしてはstrikes1iPtypePressure

軸はほぼ東西tenssion軸はほぼ南北で1月の阿蘇北

部地震と全く同一の形を示している.

被害の概況

大分･阿蘇山での震度はIVであったカミ前述の通り震

源地に近い地域では震度Vあるいはそれ以上を想定させ

るようなかなりの被害を生じた.大分県災害対策本部

カミ4月22目までにとりまとめた被害は全壊家屋54戸

半壊家屋92戸一部破損家屋2,071戸非住家の全半壊

102戸道路の欠壊140ヶ所橋の損壊1ヶ所である.

おく荏めしせんちようむ

被害の特にいちじるしい地区は奥双石･寺床･千町無

たゆ例ひら

閨(以上九重町)山下池周辺･田伏･扇山･湯平(湯

荏おのうちやま

布院町)内山･直野内山･下直野(庄内町)などであ

る.

各地の被害

奥双石1この地域は鮮新世末期の湖沼性堆積物カミ分

布している地域で沢は深く刻まれ部落はヤセ尾根の

両側の急斜面に家星カミ点在している.したがって地震

動そのものによる被害に加えて地質の悪さや盛り土をし

て家屋･田畑･道路カミ作られていることが被害をさらに

大きくしている.写真1はこのヤセ尾根の頂部に建て

られていた神社の様子であるが社殿は拝殿から10mも

移動(転落)しておりこの様な尾根の頂部での振動の

大きさを示していた.

寺床:小さな構造性の盆地内の部落で盆地の北の

へりには空中写真で明瞭放東西性のリニアメントカミ認め

られている(第4図参照).このリニアメントに沿う地

変が予想されたカミ現地での調査では地震断層の出現な

どの明らか故地変は認められずまたこのリニアメント

に沿って特に被害カミいちぢるしいということもなかった.

田の中で認められた亀裂にはNW-SE方向とNE-SW

の両方向があり変位カミ認められる場合は前者が左ズレ

後者カミ右ズレを示していた(写真2).

写真工

奥双石段)神社左上

州雫殿に接して建てら

虹仰沈社殿獄拝殿

から離れ右下叢で移

動し転倒している�
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策4図震源地周辺g空中写真から読み取ったリニアメントと被害の分布

山下池周辺:aやまなみハイウェイ別府

と阿蘇を結ぶこの道路は九州の新しい動脈として観光

道路のみならず地元の人達にとっても重要な生活幹線道

路となっている.この道路が大き校被害を受け不通と

なってしまった事の地元の人達に与える影響は大きい.

別府側(水分峠)からこの道路に入るとしぱらくは山側

の崖からの小規模な落石が数ヵ所見られるがさほどの

被害ではたい.野稲岳東側のゆるやかな斜面上の道路

を南下するとはじめての料金所小田野池料金所へ至

る.

料金所は幅2皿高さ5mの料金徴収室の上に幅8mの

屋根のついた“ヤジロベｰ"のような建物である.こ

のヤジロベｰも地震の振動の大きさに耐えかねて根こそ

ぎ西側に倒れてしまっていた(写真3).

山下池･立石油付近では山側の崖からの落石カミ多くな

り路面の亀裂が目立つ.亀裂は盛土が恋された部分

では盛土の崩壊によるもので谷側へ変位をしている.

しかし亀裂はこのような盛土部以外でも認められる.

盛土部以外での亀裂にはN35.W～N80.Wの方向でわ

ずかに左ズレを示すもめが多い(写真4).

盛土崩壊のもっともいちぢるしい所では道路の半分

以上が崩れ消えてしまっていた(表紙写真).

この道路で被害のいちぢるしいのはこの小田野池～山

下池周辺に限られていると言っていい程で同じような

盛土部や急崖のところでも熊の墓から南西部ではほとん

ど目立った被害はたい.

鬼レｰク骨イドホ子ル今回の地震を報じた

新聞等の写真には必ず顔を出し地震被害のシンボル的

な存在とガってしまったホテノレである｡山下池の中に

はり出した小さな半島に建てられた地上追階地下1

階の鉄筋コンクリｰトのモダンなホテノレの北側3分の1

の1階部はフロント･ロビｰ校とに放っているがこ

写真2寺床の寅のアセを切る亀裂左ズレを示している�
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カミ入っておりNW-SE扱いしWNW-ESEの方向と

NE-SWの方向の2つが認められたかいずれも延長

カミ数mから10数mで不規員uに屈曲しており地震断層と

いえる程の規模ではない.

写真10は内山地区の墓地の写真であるが墓石の転倒率

は100房.どの竿石がどの台石に乗っていたのか全く

わからなくなるまでになっていた.この墓地のなかで

台石の凹部に竿石の凸部カミかみ合う様匁作られた墓まで

転倒していた(写真11).この様な竿石が凹部を飛び出

し転倒するには1G以上の加速度カミ必要とされる.一

方気象庁の震度階の最高である震度Wは0.4G以上とい

う事になっている.この竿石の飛び出し･転倒が1G

以上の加速度を物語るとすれば最高震度である震度V皿

の基準をはるかにうわまわる振動であったことを示し

ている.

写真12は同じ墓地での墓石の1つであるが四魚形の

台石の上に四つの脚をもつ台石がありそのさらに上に

竿石の乗っている墓石である.竿石はすでに転倒して

しまっているが四つの脚をもつ台石は下の台石の上を

西側へ大きく移動している.この四つの脚が移動した

時の擦痕が下の台石の上に残されているがその擦痕は

連続していたい.このことは四つの脚をもつ台石が下

の台石上を移動するときジャンプしながら移動したとも

考えられる.下の台石上を飛びはねながら移動したと

考える恋らこの墓石もまた1Gをこす加速度が作用し

たことを物語る.

下直野から阿蘇野地域では崖崩れが数多く発生したが

この地域は鮮新世の湖沼性堆積物(阿蘇野層)の上に阿

蘇火山の溶結凝灰岩カミ乗っており両者の侵蝕に対する

写真11凹部にかみあわせてあった竿石も飛び出してしまった(内山地

区で)

強さの差から急崖～オｰバｰハングする地形を作ってお

りそのような所で崩壊が起きている.

その他の地震にともなう現象

内山地区の人から今回の地震にともなって発光現象が

あったということを聞くことができた.激しい地震に

おどろいて家を飛び出して発光を見た人がいることから

尭光は何十秒かは続いたのであろう.色はオレンジか

ら赤に近い色で北西の空に見えだということである.

鳴動は本震にも余震にもともなっており遠くで大砲

を打った時のような低い音が聞こえその後に地震動カミ

感じられたということであるが筆者らが現地に行った

時にはもう鳴動を聞くことはできなかった.

内山から直野内山にかけての地域では地震後沢の水

力泊く濁った.この白濁は26日頃からしだいに上流部

から回復しつつあったカミこの地域の簡易水道が破損し

たのに加えてこの白濁によって地震後しばらくの間は飲

料水にも事欠く事となった.

地下水･温泉の変化については京都大学阿蘇山地震

観測所と同大学地球物理研究施設(別府)によって調査

が行なわれた･その結果によると地下水位･温泉の

湧出量･温度放とに地震の前兆と見られる変化はなかっ

た.地震後には別府市野口原の観測井(深さ73m)で

約5cm水位の低下があった.別府市内の温泉では亀川

の竜巻地獄で地震後噴出の勢いが幾分強くなった感があ

るとのこと･また湯が白く濁ったが2同程凌で回復し

た.

湯布院の温泉では地震前まで休止していた温泉が自噴

をはじめたり61/分の湧出最の温泉カミ地震後13並/分に

増加したことカミ報告されている.我々の聞いたところ

写真12土の台石の移動による擦痕は連続しておらず飛びはねながら

移動したと考えられる�
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第5図大分県の過去

では京大の調査とは別に減少した温泉もあった.

大分県の過去の地震の分布

第5図は気象庁のまとめによる大分県付近の過去の地

震の分布である･このうち阿蘇山付近の地震は六号

1頁～9頁でのべられているものである.今回の地震

はこの図の中の地震としては最大のものであり九州

全体でも内陸部の地震としては大正11年12月の長崎付

近の地震(M二6.5)以後最も大きい地震である.この

図では地震の分布カミ北東一南西にならんでいることがわ

かるがこれはこの地域の地質構造の反映である.

地質構造･リニアメント

九州中部の基盤の地質構造のトレンドは大分一熊本

構造線臼杵一八代構造線などに見られるようにNE-

SWでありこれらの構造線によって九州は大きく内帯

と外帯とに大きく区分される.このNE-SWのトレ

ンドは岡山(1960)の接峰面図でも明瞭に読み取る事が

できる(第6図参照).

鶴見岳･由布岳･九重山･阿蘇山などの第四紀の火山

はこの大分一熊本構造線の北側にNE-SW方向に配

列している.また別府から九重にかけては構造的な凹

の地震の分布(気象庁)

所をなしておりこれらの火山はこの地溝帯内に噴出し

たものであるとし｢別府地溝帯｣と呼ばれる事もある.

内山一阿蘇野地域はこのNE-SW方向の構造に平

行な断層の1つとこれに斜交するNW-SE方向の断層

によって形成された菱形のvo1can0-tectOnicdePression

であり(小野1963)被害のいちじるしかった内山一

下直野はNW-SE方向の断層の上に位置している.

空中写真からは今回の地震の被害を受けた地域には

NE-SWE-WNW-SEの3方向のリニアメント

が認められる(第4図).岡田(1973)によれば九州

中部では空中写真から読みとれるNE-SW方向の活断

層は有ズレでありE-W方向は正断層の特徴をそなえ

ている.

第4図のリニアメントのうちE-WNW-SEのリ

ニアメントの位置には被害が生じたがNE-SWのリ

ニアメントと被害との相関は認められない.

発震機構からは2つのnoda1p1aneは等価であるが

被害の集中した地域が前述のように奥双石から寺広一

山下池周辺一同ヨ伏･湯平･扇山一内山一直野内山一下直

野とNW-SEにならぶことや3系統のリニアメン

トのうちNW-SEとE-W系統のリニアメントと個

々の被害が関係しているらしいこと柱とから今回の地震�
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は2つのnoda1p1aneのうちNW-SE方向のもの

を主面として発生したと考えられる.

あとがき

今回の地震はマグニチュｰドが6.4という被害地震と

しては中規模の地震であったが注目をあびた.これ

は“直下型地震"に対する関心の高まりにもよるのであ

ろうが地震と地質そして地震災害の面から今回の地

震の経験として次の2点にふれたい.

1つは内陸部に発生する浅い地震(いわゆる直下型

地震)と地震動との関係である.内山の墓石の項でも

のべたように1Gをこえるかあるいはそれに近い加速

度を示すような現象が見られたことは注目され恋ければ

狂らたいと考える.土木工事や建築の耐震設計基準は

このようた大きい加速度カ主作用することは考慮されてお

らず耐震設計基準を十分に満足する建造物であっても

場合によっては安全だとは言い切れない.

サンプェノレナンド地震(1971年M=6.6)では1.04G

が強震計に記録されている(MAL酊,R.RandW.K.

�何����

次はこのような中規模地震の予知の問題である.

地震の規模と前兆現象の継続時間そして前兆現象のあ

らわれる地域の広さには比例関係があり大地震の前兆

現象は長く続きその広カミりも広いため観測にかかる可

能性はある.しかし今回のような中規模の地震は前兆

現象が短く広カミりもせまいため観測にかかりにくい.

上にのべたようにこのような地震カミ今までの予想を

大きく上まわるような振動をともたい狭い地域ではあ

っても壊滅的た被害を与える事が予想される事から中

規模地震といえどもおろそかにする事はでき粗い.こ

れの研究･予知のためには現在のところ観測網の密度を

高めることと繰返し観測の間隔をせまくする以外に道

はない.川崎･横浜というような大都市での直下型地

震がとりざたされている現在なおさらのことである.

今回の調査にあたっては湯布院町･庄内町からはお

いそがしいなかにもかかわらず貴重匁資料を提供いただ

き便宜をはかっていただいた.東京工業大学小林啓美

教授京都大学阿蘇火山観測所久保寺章教授からは現地

で貴重な御意見をうかがうことができた.気象庁地震

課からは資料を引用するお許しをいただいた.熊本大

第6図九州中部の活断層･線状構造の分布(岡田1973)

太実線は活断層点線は線状構造地形を示す

基図は岡山(1960)による接峰面図

学渡辺一徳氏からは現地の情報を知らせていただいた.

本所地質部小野晃司技官にはこの地域の地質について教

示を受けた.九州出張所の方々には様々狂便宜をはか

っていただいた.記して感謝の意を表わす.

(昭和50年5月8同記筆者らは地質部)
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